
全国の感染状況等
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（1月6日現在）

沖縄県 144.9人
山口県 34.8人
広島県 23.5人
滋賀県 15.0人
京都府 12.2人



新型ｺﾛﾅ感染拡大警報（富山アラート）を発出
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➢ オミクロン株が全国で拡がりつつあります
⚫感染性・伝播性の高さ、ワクチンや治療薬の効果への影響などが懸念

➢ 大都市圏などで感染者数が急激に増加
⚫年末年始の期間中、社会経済活動が活発化する中で感染が拡大
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本日（１月７日）富山アラートを発出
ワクチンを接種後も油断せず、感染防止対策の徹底を！

➢ 県内でも今後、感染が急速に拡大する可能性
⚫1月7日公表の新規陽性者 13名（R3.9.15以来114日ぶりの二桁）



引き続き感染防止対策の徹底を
【飲食する時】
➢ 感染防止対策が徹底された第三者認証店を利用
➢ 会話の際のマスク着用、手指消毒、席の間隔確保などの対策を徹底
➢ 大声での会話は控える
（大人数・長時間の飲食は感染リスクが高まります）

【外出・移動する時】
➢ 混雑した場所や時間帯は避ける
➢ 感染が拡大している地域との往来は慎重に検討
➢ 基本的な感染防止対策を徹底（マスク着用、こまめな手指消毒等）

【体調不良の時は】
➢ 体がだるい、熱がある、のどに違和感がある等の症状がある場合は、出勤や
登校、外出や人と会うことを控え、速やかに医療機関を受診 -3-



引き続き感染防止対策の徹底を

【事業者の皆様へ】

地域で感染が急拡大することにより、特に医療機関や介護福祉施設、
交通機関など社会機能維持に関わる職場においては、職員とその家
族の感染や、濃厚接触による職場離脱の可能性が高まります

こうした事態に備え、ＢＣＰ（事業継続計画）の再点検を
➢欠勤者増加に伴うＢＣＰを用いた業務の優先付け

➢テレワークの推進
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オミクロン株の感染が確認された患者等に係る
入院及び濃厚接触者等の取扱い

①入院を行うこととしているオミクロン株の患者等について、デルタ株等と同様、

症状等に応じて、入院・宿泊療養・自宅療養

②宿泊施設に滞在することを求めているオミクロン株の患者等の濃厚接触者に

ついて、デルタ株等と同様、自宅等に滞在

これまで オミクロン株の患者等 全員入院

上記患者の濃厚接触者 全員宿泊施設待機

本県においても既にオミクロン株が確認されており、今後、感染の急激な拡大により、医
療現場や保健所業務のひっ迫が想定されることから、本日より、オミクロン株の患者等に
ついて以下の①及び②の対応を行う。 【１月５日付け厚生労働省事務連絡】
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